
（１）令和７年度福島市の難病支援事業について
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業 務 件数等（令和７年度）

申
請
業
務

○指定難病医療費助成申請書等の受理・進達 申請書受理：3,937件（R6：3,857件）

○遷延性意識障がい者治療研究事業 申請件数：94件（R6：89件）

○スモンに対するはり・きゅう及びマッサージ
治療研究事業

申請件数：5件（R6：3件）

○先天性血液凝固因子障害治療研究事業 申請件数：32件（R6：26件）

相
談
業
務
な
ど

○難病患者地域支援対策推進事業
①難病患者相談事業
②難病対策地域協議会（２回開催）
③医療講演会、交流会（４回開催）
④難病サポーター講座（１回開催）

①面接／電話／訪問：5,221件
（R6：4,679件）

④難病サポーター登録者数：86名
（うちR7新規は12名）

難病サポーター活動実績：延べ41人

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

①申請・相談業務など



令和７年度福島市の難病支援事業について
【医療相談会、サポーター講座など】

時 期 内 容 講 師 参 加 者 等

５/25
（日）

【難病の日記念イベント】※初開催
講演・演奏、体操講座、団体活動紹介

中島蒼さん
（患者ご本人）
渡辺さつきさん
（ヨーガ療法士・

健康体操指導士）

参加者：88名
（難病サポーター、県北保健福祉事務所、
県北保健福祉事務所ボランティア、難病相談支
援センター、難病団体連絡協議会の方を含む）

８/30
（土）

【難病医療講演会・交流会～薬編～】
「難病（膠原病）と薬について」

けや木薬局 薬剤師
白石丈也さん

参加者：13名（患者10名、家族3名）

９～12月 指定難病医療費受給者証 更新業務 受理件数：2,107件（R6：2,063件）

11/26
（水）

【難病講座・交流会】
「自分でできる日常動作改善体操」
（神経難病）

快フィットネス研究所
健康運動指導士
吉井雅彦さん

参加者：8名
（患者4名、家族1名、支援者3名）

３/７
（土）

【難病サポーター講座～車いす体験編】
（市社会福祉協議会
協力）

参加者：27名
サポーター新規登録者：12名

（全数：74→86名）
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②医療講演会・相談会など



令和８年度福島市の難病支援事業について
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時 期 内 容 その他

５/16(土)

【「難病の日」イベント2026 ～難病とともに生きる～】
難病や難病患者のことを広く知っていただくため、
昨年度に引き続きイベント（講演会・交流会）を開催
県北保健福祉事務所と共催

参加者：59名
（難病サポーター、県北保健福祉事務所、県北保健福祉
事務所ボランティア、難病相談支援センター、難病団体
連絡協議会の方を含む）

８/１（土）
【難病医療講演会・交流会～治療と栄養～】
対象：IBD（潰瘍性大腸炎・クローン病）の患者・家族

県北保健福祉事務所と共催

９～12月 指定難病医療費受給者証 更新業務
保健福祉センターほか、飯坂・松川・吾妻・信夫支所
で実施

10/29（木）
～31（土）

日本公衆衛生学会（東京都）発表 難病対策地域協議会の設置意義について

11月下旬
【講座・交流会】

対象：進行性神経難病の患者・家族、一般の方
県北保健福祉事務所との共催を検討中

令和９年
２月下旬

【難病サポーター講座】
研修・新規登録者獲得

令和９年
３月上旬

【講演会・交流会】
対象：希少難病の患者・家族、一般の方

小児慢性特定疾病との共同開催を検討中

通年 「難病ガイドブック（導入編）」の作成・配布等

（２）令和８年度福島市の難病支援事業について

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

①事業計画
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「難病の日」イベント2026
～難病とともに生きる～
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１．講演

（第１部）「難病とともに暮らすこと

～医師会活動に取り組んだ医師がＡＬＳに罹患して～」

講師：いわき市医師会顧問 木村守和さん

（第２部）「難病とともに生きることを考える」

講師：福島県難病・疾病団体連絡協議会長 長谷川秀雄さん

２．交流会（希望者のみ）
参加者同士が交流し、情報交換や日頃の悩みを共有しました。

「難病の日」イベント2026
～難病とともに生きる～

日 時：令和８年５月１６日（土）13：30～15：30
場 所：市民センター 大ホール
参加者：59名（サポーター・ボランティア・スタッフ等含む）

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

長谷川さんの講演

木村さんの講演（録画）

交流会の様子（サポーターさんも一緒に）

当日の様子



• 講演の導入として、難病支援係より

市の難病支援事業を紹介しました。
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第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

「難病の日」イベント2026～難病とともに生きる～（つづき）

難病支援係から事業の紹介

ポスター、パンフレットの展示

• 会場内に難病団体・支援機関等の紹介
ブースを設置し、難病の日ポスターや
活動案内パンフレットなどを展示しま
した。
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１．講演

（第１部）「炎症性腸疾患の病状と治療について」

講師：福島県立医科大学医学部 消化器内科学講座 医師 鬼澤道夫 氏

（第２部）「炎症性腸疾患の食事について」

講師：福島県立医科大学栄養管理部 主任栄養技師 田口遼 氏

２．交流会（希望者のみ）
 参加者同士が交流し、情報交換や日頃の悩みを共有します。

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

難病講演会・交流会～栄養編～

「炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・クローン病）の栄養について」

日時：令和8年8月1日（土）14時～

場所：保健福祉センター ５階大会議室

対象：IBD（潰瘍性大腸炎・クローン病）の患者・家族

県北保健福祉事務所と

共催で開催します。

７月上旬から申込み開始



１）受給者証に表記する内容

令和８年３月より、保険者名、記号及び番号、適用区分の記載が廃止されました。

受給者証発行時の保険者照会が省略され、発行までの期間が約１ヵ月短縮されました。
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第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

（３）その他

①指定難病医療費助成制度の変更点について

２）指定医療機関の利用方法

令和８年５月２０日より、利用する医療機関等の追加申請が不要となりました。

• 本県の受給者証は、指定医療機関名が「難病法に基づき指定された指定医療機関」となって
いるため、各都道府県または政令指定都市の指定する難病指定医療機関であれば、追加で申
請することなく医療費助成対象として受診が可能です。

• 新たに利用する医療機関が難病指定医療機関かどうかの確認は、各医療機関または感染症・
疾病対策課までお問い合せください。
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氏 　名

住　 所

生年月日

病　 名

有効期間

被保険者証の記号番号

難病法に基づき指定された指定医療機関

月額   円

  上記のとおり認定する。

　福島県知事　 ○ ○ ○ ○　印

自 己 負 担 上 限 額 階層区分

指定難病医療費受給者証
公  費  負  担  者

番       　　 　号

指定難病医療費

受 給 者 番 号

保 険 者

適用区分

保護者
受診者が

18歳未満

の場合

氏名 続柄

住所

指 定 医 療 機 関 名

　受診者と同じ世帯内にいる指定難病又は
　小児慢性特定疾病の医療費助成の受給者

有・無

人工呼吸器等装着 該当・非該当 高額かつ長期 該当・非該当

軽  症  者  特  例 該当・非該当

１）

保険者名等
の記載廃止

２）

医療機関追加
の申請不要

参考



３）階層区分の基準について（令和８年７月１日～）
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階層区分 階層区分の基準

患者負担割合 ２割

月額自己負担上限額（外来＋入院＋薬＋訪問看護）

一般 高額かつ長期 人工呼吸器装着者

生活保護 － 0円 0円 0円

低所得Ⅰ 市民税
非課税
(世帯)

本人年収８２万６,５００円以下 2,500円 2,500円

1,000円

低所得Ⅱ 本人年収８２万６,５００円超 5,000円 5,000円

一般所得Ⅰ
市民税
課税以上（所得割額）7.1万円未満

10,000円 5,000円

一般所得Ⅱ
市民税（所得割額）
7.1万円以上25.1万円未満

20,000円 10,000円

上位所得
市民税（所得割額）
25.1万円以上

30,000円 20,000円

入院時の食費 全額自己負担

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

（３）その他
①指定難病医療費助成制度の変更点について

年収の判定金額が、８０万９，０００円→８２万６，５００円 に変更となりました。
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４）更新申請案内の発送時期

• 例年、受給者の方より「更新案内を早くして欲しい」との要望が多数あり、本市としても
発送時期の前倒しについて機会があるごとに県に要望してきました。

• 今年度から県の更新申請案内の発送時期が見直され、７月下旬に前倒しとなります（例年
は８月上旬）。

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について

（３）その他

①指定難病医療費助成制度の変更点について

資料1

＜更新申請について＞
９月中は保健福祉センターのほか、特設会場として飯坂・信夫・
松川・吾妻の四支所でも申請を受け付けます。
各支所の受付日については、県から送付される更新申請案内で
確認してください。
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年度 対象者数 策定数 策定数合計

令和４年 １０名 １名 １名

令和５年 １０名 ２名 ３名

令和６年 １０名 １名 ４名

令和７年 ７名（※入所や死亡により変動あり） ２名 ６名

令和８年 ８名（※新規人工呼吸器使用者あり） ３名予定 －

第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

（３）その他
②福島市難病患者災害等緊急時支援体制整備事業

○個別避難計画策定件数

※策定数合計は、それぞれの年度末時点の策定数（実数）

難病患者のうち、緊急時に支援が必要である方を対象に個別避難計画を策定。現在は、人工

呼吸器装着者を優先して計画を策定しています。

地域在住の重症難病患者が災害時においても安心して生活できるよう、平時から、災害時に包括的な支援体制を行えるよう体制の
整備を図るもの。難病要支援者の把握、人工呼吸器装着者等の災害時個別支援計画の策定、緊急時医療情報手帳の配布などを実施。
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第６回 福島市難病対策地域協議会 福島市の難病支援事業について 資料1

（３）その他

③第85回 日本公衆衛生学会

日時：令和８年10月29日（木）～31日（土）
場所：京王プラザホテル（東京都）

【発表演題】
難病対策地域協議会の設置意義
～患者・支援者の課題共有から支援の仕組み構築へ～

（難病支援係から保健師が参加し、ポスター発表を予定）

画像は日本公衆衛生学会総会Webサイトより引用
https://www.c-linkage.co.jp/jsph85/
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